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　「面接技術を整える」とのテーマで福地先生よりご講演いただ
き、患者さんご家族と向き合うための様々な“整えること”や面接
技術を活かすポイントを学びました。
　“整えること”とは援助者がクライエントとともに課題に向き
合うためにあり、面接技術は、相手の意図することを相互に確認
し、理解しあうためにあるものと受け止めました。
　また、援助者が患者さんご家族へ与える印象等も対話における
相互交流を整える要因のひとつであるとの気付きがあり、これま
での面接場面での振り返りを行うことが出来ました。
　各技法のトレーニングとロールプレイでは、コニュニケーショ
ン技法を意識的に使い、対話することの難しさを感じました。
　2日目の研修では怒りを感じるときはどういう場面であるの
か、怒りをどのように表現しているのか、また、その対処法につい
て参加者で共有し、怒りについて理解を深めました。怒りを抱え
るクライエントと向き合う難しさについては、援助者として受け
入れがたい感情と向き合うことを求められることやクライエン
トとの価値観の違いに繋がることを感じました。クライエントに
向き合う姿勢・アプローチとして、誠実な対応で接すること、協働
し出来ることを模索すること、解決すること出来ないことを伝え
る必要があるということを学びました。福地先生が怒りを抱えた
相談者役となって行ったロールプレイにおいて人には対話する
相手によって見せる顔があることと信頼関係を築いていくこと
により変化していく関係性があることを感じました。
　2日間の研修において最も印象に残ったのは、「相談者は表現の
異なる援助者自身」という言葉でした。今後の面接において、必要
なことばを必要なタイミングで意識化して伝えることを心掛け
ていきたいと思います。最期に、面接場面における様々な振り返
りや意識することを行う時間をつくってくださった福地先生、宮
崎県医療ソーシャルワーカー協会へ感謝申し上げます。ありがと
うございました。

千代田病院　樫本　伸子

夏期研修「面接を整える」　

日時:令和元年9月7日(土）～9月8日(日）
場所:社会医療法人　泉和会　千代田病院　3階第1研修室

第32回

●環境を整える
●援助者自身を整える
●出会い方を整える
●対話における相互交流を整える

1日目

静岡県立静岡がんセンター

福地　智巴　氏

感想

和田病院
永江　則征

済生会日向病院　高見　幸子

福地先生とのロールプレイを
体験して
　夏期研修での福地先生との
ロールプレイは有意義で、大変
貴重な経験をさせて頂きまし
た。
　ロールプレイでは、福地先生
がクライアント役で、私が
MSW役となり、自身の怒りを
MSWに向けて表出する患者さ

んへの対応という内容で行いました。福地先生の役に
入り切った雰囲気に押され、圧倒されっぱなしのとて
もとても長い8分間でした。皆に囲まれ緊張していた
とは言え、正直ここまで出来ないとは思いもよらず、
まだまだ修行不足を感じました。また、普段の面接で
面接技術を使うのとは違い、怒りをMSWに向けられ
ている中での応用は大変難しく、MSWの立ち位置（関
係性や心理的距離感）や場の雰囲気作りも含め、「整え
る」ことの重要性を実感しました。
　今回はロールプレイでしたが、実際に我々は、急な
介入依頼で怒りを表出しているクライアントに対応
しなければならないことがあります。今回の福地先生
とのロールプレイを通して「MSW（あなた）は如何に
クライアントを俯瞰的に捉え、怒りをどのように評価
し、どんな面接技術を使って潜在的なニーズを引き出
すのか」。そんな課題を頂いたように感じます。知識に
裏付けられた面接技術と結果を体現出来るよう、日々
の面接一つひとつを丁寧に行うことを心掛けたいと
思います。
　このような貴重な機会を提供して頂いた福地先生
と運営に尽力された教育研修部に感謝いたします。

●1日目の復習
●クライエントの『怒り』を理解し、適切に寄り添う
●援助者自身の内側に起こる感情に向き合う

令和元年も残り2ヶ月です。
皆様の周りで入職された方、異動された方など、宮崎県医療ソーシャルワーカー協会への入会や異動の届出が
まだな方がいましたら、
事務局：都城医療センター 相談支援センター TEL0986-23-4111までご連絡の程よろしくお願いいたします。

　今まで、面接の基礎や技術については勉強してきた
つもりですが、後から考えれば無意識のうちに実践し
ていることもあれば全く出来ていないこともあると、
今回の研修を受けてあらためて反省しました。
　日々、効率化とスピード感が求められている私たち
ソーシャルワーカーですが、今回の研修のテーマ「面
接を整える」という言葉が、本来のソーシャルワー
カーに求められていることとして自分の中で心地よ
く感じられ、更に、優しい先生の語り口と興味深い研
修の内容に、あっという間に過ぎてしまった2日間で
した。
　初日の「面接を整えるⅠ」の演習は、経験年数3年未
満の人にフォーカスをあてた内容になっているとの
ことでしたが、先生の話の中で、「出会い方を整える」
ということがとても印象に残っています。お互いに
とって心地よい距離や空間を創造していく、その最初
の丁寧さが今後の面接を作っていくうえで大切なこ
とであると学びました。
　また、「今日の私を理解して出会う」という出会う前
の準備や、反復やリフレーミングの技法では、言葉の
どこを拾うかで次の展開が違ってくるということを
実践的に学ぶことができました。
　2日間の演習では今まで話をしたことの無い方々
とも話が出来、会員同士の交流の機会としても有意義
な研修となりました。

2日目

感想

感想

お 知 ら せ
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